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さあ、皆さんも一緒に男女共同参画社会を目指しませんか。



－ 1 －



－ 2 －



－ 3 －



－ 4 －



－ 5 －

今回は、どこの家庭にもある身近な話題でした。しかし、身近であればあるほど、見
えにくくなってしまうこともあります。お母さんは、自分が育てられた時のように、
親の責任として恥ずかしくない女性に、友子さんを育てようとしていましたし、男性
である真吾さんには、仕事を第一とする男性の姿を期待し、たとえ自分の部屋の掃除

でも、させてもらえない様子でした。家の中の仕事は女性の役割と決めてしまうことがジェンダーな
のです。女性であれ、男性であれ、一人の人間として生きていくためには最低限の生活的自立は不可
欠です。子どもが本来持っている生きるための才能を、親の愛情という押し付けで、潰さないように
気をつけたいものです。
家族一人ひとりが生活的に自立できることが大切です。
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今回のランドセルに限らず、男の子は寒色系、女の子は暖色系というように生
まれた瞬間から性別による分類が当然のようにされてきました。その視点で考
えれば、子どもを取り巻く環境のすべてにジェンダーがあり、ジェンダーによ
る分類が生活の奥深くまで入り込んでいます。男の子向けのおもちゃや、女の

子向けのおもちゃ、ボーイズファーストの出席簿など、その分類に確かな根拠はありません。
子どもの持っている限りない可能性を、ジェンダーという枠によって制限したり、男女という
二極分類に無理やりはめ込んでしまうことは、その子の個性を認めず、伸ばすチャンスをも失
ってしまうことになります。ケンちゃんの買った赤いランドセルもお母さんや周りの人たちの
温かい応援を受けて、元気に通学できる日を待っていることでしょうね。
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女性の働き方は、3つのパターンに分けることができます。結婚し、子どもを持
ちながら働き続ける『継続就業型』、出産・育児のために一旦退職して、子ども
が大きくなったら再び働き始める『再就職型』、そして結婚や出産を機に家庭に
はいって専業主婦の生活を選ぶ『出産退職型』です。どのような、ライフスタ
イルを選択するかは、本人の意思によるところですが、国民生活白書によると

理想は、結婚し、子どもを持ちながら働きたい女性が多いにもかかわらず、現実は理想通りには
いかないのが現状です。
この背景には、育児環境が充分に整備されていないこと、また、従来の意識からくる夫婦関係、
結婚観という、いわゆるジェンダーが起因していることも大きいといえます。
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メディアの影響力は非常に大きいものです。情報は、それがあたかも正しいこ
とのように私たちの目に飛び込んできます。それらの情報を自分自身で読み取
り、正しいか正しくないか、また適当かどうかを判断し、自分の生活に役立て
ていくことが大切です。

世の中に氾濫する情報を適切に読み取ること、これを『メディアリテラシー』といいます。先ほ
どのゆうこさんのように情報を鵜呑みにするのではなく、『これって本当に正しいんだろうか？』
とか『こういう風に言って欲しい』という疑問や意見を持つことが、情報に流されず自分らしく
生きるためには必要になってきます。ゆうこさんのように子育てを夫婦二人で協力してやりたい
と思っている人は増えてきていると思います。なのに相変わらずメディアが『子育て＝母親』と
いう情報を流し続けていては、参加しようと思っている男性の意識さえ変えてしまうことになり
かねません。メディアは社会の流れをつかんで情報を発信していくものです。私たちが声をあげ
ていけば、きっと変わります。私たちのまわりにたくさんある情報を、一度見直してみてはいか
がでしょうか？
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一生懸命働いても女性であることで評価の対象とされなかったり、男性の補
助的な仕事やポジションしか与えられず能力を示す機会すら与えられない、
そのような状況では、熱意を持てなくなるのも当り前ですね。しかし、従来
からのジェンダー意識によって、女性が意見を言うことをよしとしてこなか
った社会では、女性が声をあげていくのはとても難しいですね。そのような

時は同じ悩みを持つ仲間を見つけ、労働組合にバックアップしてもらいながら会社に対して正式
に声をあげていくことも有効な手段です。また、仕事と育児・介護が両立できるような制度を持
ち、柔軟な対応をしている企業を「ファミリー・フレンドリー企業」として国が毎年表彰してい
ますが、就職の際にこういった企業を選ぶということもポイントです。意欲も能力もある女性が
どんどんいい環境の会社を選んでいくことが、企業にとってこの問題を考え直させるきっかけに
もなるはずです。まずはあきらめずに声をあげていきましょう。それがこの社会を変えるカギと
なるのです。
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今までの社会は「男性は仕事、女性は家事・育児」というように性別によって

役割を分けてきました。今子育てをしている親世代なら、多かれ少なかれ誰で

もこのジェンダー感を持っています。しかし、社会は刻々と変化し、価値観も

変化しています。それは親世代も十分わかっていて、だからこそ今回のように

息子にはこれからのことを考え家事を教えてきたのです。それにもかかわらず、彼女のお弁当を

つくる事には抵抗を感じてしまったということは、つまり、自分自身の中にある「ジェンダー」

が新しいスタイルを受け入れることに抵抗を感じた、ということなのです。抵抗を感じることは

当然です。しかし、肝心なことは、自分のときはこうだった、でも今の子どもの時代はこういう

風なんだ、とその変化を認識し、新しい価値観があることを受け入れることなのです。次世代を

育てる親の世代。ジェンダーによって男女ともに背負ってきた負担を次の世代へ引き継がないた

めにも、自分自身のなかにあるジェンダーに気づき、性別に縛られない価値観をもって、子育て

をしてほしいと思います。
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従来、夫の親の介護は嫁の務め、いわば女性の役目でした。しかし、近年介護

負担の大変さが社会で認められ、介護保険が導入されるなど、介護者の負担を

軽減する取組みもされ始めました。しかし、もう少し詳しく聞いてみると、そ

の介護者というのはやはり、妻、嫁、娘というように女性ばかりで奮闘してい

るというケースがまだまだ多いようです。ここにも、「介護＝女性」というジェンダー意識の名

残が見え隠れしていますね。しかし、少子高齢時代では、介護は従来のようにはいかなくなって

います。今回の相談者のように夫婦ともに仕事を持っていても、介護となると夫は妻の出番、妻

に任せようとなってしまいがち、妻も自分がやらねば、と思いがちですが、まずは皆で何が必要

かを確認しあうことが必要です。お互いに自分に何ができるか、どういうやり方をしていくかと、

しっかり話し合えば、介護者だけでなく介護される方にとっても負担のかからないものになって

いくはずです。女性も男性も、立場や役割にこだわらず、家族一人ひとりができることをする、

これが一番大切なのです。

女性のための電話相談室「クローバーコール」 TEL 0565－33－9680

毎週　火・木・金・土　午前10時～午後4時　水　午前10時～午後1時と午後4時～7時（年末年始、祝日休み）
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「夫婦」と聞いて「ツーカーの仲」とか「あ・うんの呼吸」、「以心伝心」とい

った言葉を思い浮かべる方も多いと思います。夫婦であれば言葉はなくても、

相手に気持ちが伝わるという意味ですが果たしてそうなのでしょうか。従来

の社会は、男性、女性という性別によって仕事、家事といったように役割が

決められていました。結婚すれば男性は仕事に打ち込み、女性は家事育児を担うということが、

お互いの気持ちを確認しなくても『そういうもの、それが当たり前』という価値観によって共通

のものとして続けられたのです。夫の役割、妻の役割を務めていれば、他の部分はどう考えてい

ようと、お互いそれを知らなくても生活できたのです。それが、定年という状況の変化によって、

ガラリと変わります。それまではお互いの気持ちを確認してこなかった場合、そこで初めてお互

いの生活の違いを目の当たりにすることになります。何十年という間に積み重ねられたすれ違い

を埋めるのは容易ではありません。平均寿命から考えれば、定年後20年は生きることになりま

す。有意義に過ごすためにも、普段から相手の気持ちを知っておくことは大切なのです。
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従来から女性ならば、母親として妻として、たとえ家族旅行であっても自らが
楽しむよりは家族が楽しむことを第一に考えるべきというイメージがあります。
縁の下から支える女性の姿は見えにくいものです。家族にとって妻や母親はい
つのまにか『言えばなんでもしてくれる』というような存在になっているので

す。でも、妻であろうと、母親であろうと一人の人間です。家族と同じように自分も楽しみたい
と思うのも当然なら、「私だって休みたい！！」と思うのも自然なことではないでしょうか。し
かし、家族の幸せを優先するように教えられた女性には、疲れを素直に口にすることすら難しい
のですが、そのままでは家族も気づいてはくれません。家族を大切にしたいからこそ、一緒に楽
しみたい。家族みんなにその気持ちがあれば、案ずるより産むが易し、案外口に出して言ってみ
れば、みんなで協力できるのではないでしょうか。
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男女共同参画やジェンダーというと女性ばかりが注目されがちですが、男性にと
っても大きな問題です。つくられた男性像のために、涙を見せることも弱音を吐
くこともできず、責任を一身に背負い生きている、これはとても辛いことですよ
ね。そんな生きづらさを誰かに話すことで、解決策を発見できることがあるかも
しれません。そうでなくても、ずいぶん気が楽になるのではないでしょうか。す

べてを自分だけで背負うのではなく、疲れたときは疲れたと、助けてほしいときは助けてと誰か
を頼ってもいいのではないでしょうか。もし、周りの誰かに話をするのは抵抗があるということ
であれば、キラッ☆とよたが開設している男性のための電話相談室「メンズコール☆とよた」に
電話するのもいいですね。自分の弱いところを見せるのは勇気のいることかもしれません。自分
の感情や精神状態とじっくり向き合ってみることも大切です。男性のみなさんも、たまには肩の
力を抜いて、自分の気持ちを誰かに話してみませんか。

男性のための電話相談室「メンズコール☆とよた」
TEL 0565－37－0034 毎月第2、4金曜日　午後6時～8時（年末年始、祝日休み）




